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概要 
同一仕様の光造形ユニット群を格子状に配列した搬送
システムである．光造形ユニットは加振体と光造形プ
レートから成り，特定の搬送方向を有する光造形プレ
ートをロボットハンドで加振体上に配置して多様な搬
送経路を構成する． 
新規性 
・光造形製の傾斜ピン配列群による搬送方式 
・シンプルなシステム構成による搬送経路自動再構成 
研究成果の適用 
デスクトップファクトリー等の小型生産環境に用いる
搬送システム  
社会還元までのチャート 
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提案  要素技術の開発・評価    システム技術の開発・評価        適用事例評価 製品化 
要素技術： 
 搬送原理 
・振動モード方式 
・傾斜ピン群方式 
 
など 
分野：生産システム（搬送系） 
製品：再構成可能型搬送システム
研究目標：再構成可能型搬送システムの基盤技術の確立
システム技術： 
 多搬送経路構成法 
・マルチ・アクチュエータ方式 
・シングル・アクチュエータ方式 
 搬送経路の再構成時間最短化手法
 搬送性能最大化 など 
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製品化課題： 
 適用事例の性能評価 
 周辺技術開発 など 
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